
                                                                                                          

 

 

 

 

４月から名古屋市の図書館司書となり、南陽図書館のティーンズ担当をして

います。ティーンズコーナーは、学校生活や勉強、趣味、社会、将来のこと、自分

の生き方のヒントになる実用書など、１０代から大人まで楽しめる本が集まって

います。 

私の読書遍歴は、小学生の頃は、「ミルキー杉山のあなたも名探偵」シリーズ、

「パスワード」シリーズ、中学生の頃はさくらももこさんのエッセイや赤川次郎さ

ん、高校生の頃は有川ひろさんや「しゃばけ」シリーズ、大学生の頃は三浦しをん

さんや「小市民」シリーズで、好きなシリーズや作家を見つけてはそればかり読ん

でいました。 

児童書のコーナーから卒業した後は、一般書のコーナーに行くことが多く、あ

まりティーンズのコーナーに行くことはありませんでした。でも、なんとなく１０

代の自分の気持ちとは違っていたりしっくりくる本を見つけるのが難しい時期

がありました。 

今回担当になって、改めてティーンズの本を読んでみるとあの時の自分が読

んでいたら、もっと世界が広がっていたかもしれないな、と思える本や大人にな

った自分にとっても新しい分野について知りたいときに入門書として役立ちそ

うな本がたくさんあることが分かりました。 

今、どんな本を読んだらいいか迷っているティーンズの皆さんも、分かりやす

い言葉で書かれた本をお探しの大人の皆さんも是非ティーンズコーナーを覗い

てみてください。きっと気に入る本があると思います。（井本） 

『雑草散策 四季折々、植物の個性と生きぬく力』 

  田中修／著  中央公論新社 （470） 

ＮＨＫラジオ「子ども科学電話相談」でもおなじみの植物の先

生が、身近な雑草たちの“生きぬく力”を、やさしい語り口で紹

介してくれます。たとえばスミレは、生存戦略のために、いくつ

もの方法で子孫を残します。アリの巣の近くに咲いているの

は、アリが好きな物質をタネの表面につけているから。花びら

に縞模様があるのは、昆虫を蜜のありかへ誘うため。植物の生

きる力に驚き、道端の草にエールを送りたくなります。 
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『認知症の私が、今を楽しく生きる理由  

            「生活の工夫」と家族・仲間の力』  

丹野智文／著 中央法規出版（4937） 

 著者は３９歳で若年性認知症と診断されながらも、仕事を継

続し、認知症の当事者を支える活動をしています。認知症にな

ると、出かける時は誰かと一緒、１人では財布を持たせてもら

えないということも。しかし工夫すれば、１人で行動し、財布の

管理をすることもできます。先回りして助けるより、自立を支

援することの大切さを説いています。 

 

（表紙画像は、出版社の許諾済です。） 

〒455-0857 名古屋市港区秋葉一丁目 130-79 

℡：052-301-2116  Fax：052-301-2117 

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館し、直後の平日を休館） 

      第３金曜日（祝日の場合は開館） 年末年始（12/29-1/4） 

      特別整理期間【令和 7年度 ６月１6日（月）～２0日（金）】 

名古屋市図書館ホームページ：https://www.library.city.nagoya.jp 

南陽図書館Ｘ：@nagoya_nanyolib 

 

 

『愛知怪談』   島田尚幸／他著  竹書房 （Ｆ複数著者） 

その土地ゆかりの怖い話を集めた「ご当地怪談シリーズ」に、 

愛知県版が登場しました。愛知県内で活動している６人の著者

が、名古屋、尾張、三河に伝わる怖い話を聞き書きなどで集め

た本書。残念ながら（?!）港区にまつわる話は載っていません

が、怖いながらも楽しく読める１冊です。 

 

新しく入った本の紹介 

 



                                                                                                          

 

 ★南陽図書館からのお知らせ★ 

行事実施のご報告 

 南陽図書館では、今年も夏休みにいろいろな行事を開催しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、1階カウンター横では、今年度も昆虫標本やトビハゼを展示しまし

た！ また、感想文向けの物語や自由研究・工作向けの本、SGDsに関する本の

展示も行いました。行事に参加してくださった皆さん、標本やトビハゼを見てく

ださった皆さん、ありがとうございました！！ 

行事のお知らせ 

・毎日いきいき！認知症予防きょうしつ 
  楽しく学びながら、認知症予防をしましょう！ 

日時：9月 2５日（木）午後 2時～3時 30分 
対象：認知症について興味のある方どなたでも 定員：16名 

申込：9月 1１日（木）午前 9時 30分～ 

来館または電話・インターネットにて受付（先着順）       申し込みはこちら 

講師：港区西部いきいき支援センター職員 

 

・南陽図書館寄席 
 落語や手品などを行います 

 日時：10月 25日（土） 午後 1時 30分～3時 45分 
 対象：小学校高学年～大人  定員：18名 

 申込：10月 11日（土） 午前 9時 30分～ 

来館または電話・インターネットにて受付（先着順）       申し込みはこちら 

 講師：光家鶴太ほか 

 

・はじめての囲碁教室 
 初めての方向けの囲碁教室です。プロ棋士がやさしく指導します 

 日時：11月 1日（土） 午後 2時 00分～3時 30分 
 対象：小学生～大人 

囲碁をやったことのない初めての方限定。（大人の参加歓迎） 

 定員：16名 

 申込：10月 18日（土） 午前 9時 30分～ 

来館または電話・インターネットにて受付（先着順）        申し込みはこちら 

 講師：大澤健朗四段（日本棋院中部総本部）  

 

・こども司書 
 受付、返本、バックヤードの見学など、図書館のお仕事体験をします 

 日時：11月 29日（土）  

①午前 10時～11時 ②午後 1時 30分～2時 30分 

 ※申し込みは①②どちらか一回のみです。 

 対象：小学生  定員：12名（各回 6名ずつ） 

 申込：11月 11日（火）～21日（金）来館または電話・インターネットにて受付 

  申込多数の場合は抽選です。当選者には 11月 22日（土）にご連絡します。 

＊詳しくは、チラシや図書館ホームページをご覧ください。 

 

・8月 20日（水） 藤前干潟ワークショップ 

藤前干潟についてのお話を聞いた後、生き

物観察をしたり、渡り鳥ダイゼンのペーパー

キャップを作ったりしました。 

・7月 25日（金） こども昆虫教室 

 昆虫の擬態や色についてのお話を聞いた後、自分

たちで色を塗ってオリジナルの昆虫図鑑をつくりま

した。 

     この印刷物は再生紙を使用しています。  

・8月 2日（土） こわーいおはなし会 

明かりを消したうすぐらい部屋の中で、こわーい

絵本の読み聞かせやストーリーテリングを行いま

した。 

 

・7月 30日（水） 読書感想文に挑戦！ 

 読書感想文を書くためのコツを教わり、「感

想文のタネ」を作りました。 

※津波注意報の発令により短縮開催 

 ①午前回   ②午後回 
申し込みはこちら 


